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特定非営利活動法人 京都文化協会（以下、京都文化協会）とキヤノン株式会社（以下、キヤノン）は、

「綴プロジェクト」（正式名称：文化財未来継承プロジェクト）の第 15 期作品として制作した、米国・ボストン美術館

所蔵「松島図屏風」（尾形光琳 筆）の高精細複製品を、京都市立芸術大学（京都府京都市）へ寄贈します。

寄贈作品は、同大学内の一般開放エリアにて展示されます。 

◼ 「松島図屏風」の高精細複製品をキヤノンのイメージング技術と京都伝統工芸の技の融合により制作 

江戸時代中期に活躍し、琳派の大成者としても知られる尾形光琳は、江戸時代初期に活躍した琳派の祖、俵屋宗達に

深く傾倒し、宗達に倣った作品をいくつか残しています。本図も宗達筆「松島図屛風※1」の右隻をもとに描かれたものですが、

光琳独自の解釈が加わり、波の動きなど一層ダイナミックな表現が見られます。この屏風は、米国の美術研究家である

アーネスト・フェノロサが日本を訪れた際に購入したもので、1911 年よりボストン美術館にて所蔵されています。 

制作にあたっては、キヤノンのフルサイズミラーレスカメラ「EOS R5」でオリジナルの文化財を撮影し、独自開発のカラーマッチング

システムを用いた画像処理を行った上で、12 色の顔料インクを搭載した大判インクジェットプリンターで出力しています。

さらに、京都の伝統工芸士が金箔などを用いた装飾を施し、屏風に仕立てることで、オリジナルの文化財を限りなく

忠実に再現しています。 

◼ 尾形光琳ゆかりの地・京都にある京都市立芸術大学に高精細複製品を寄贈 

京都で生まれ育ち、京都の地から世界で認められる絵師となった尾形光琳のように、京都で芸術を学ぶ多くの学生にも

世界に向かって大きく羽ばたいてほしいという願いを込めて、京都市立芸術大学へ本作品を寄贈します。寄贈作品は、

同大学内の一般開放エリアにて展示※2 されるため、地域住民をはじめとした国内外の多くの方々が、オリジナルの

文化財では難しい、ガラスケースに遮られない間近での鑑賞を楽しむことができます。また、大学内で行われる授業での

活用や、地域連携によるイベントでの活用なども予定されています。 

※1. 綴プロジェクト第三期作品として 2009 年に制作しています。 

※2. 平日 8:30～17:15 の間、A 棟 1 階伝統音楽研究センター図書館前で見学可能。（土日・祝日および貸出し等の使用期間は見学できません。） 
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「松島図屏風」高精細複製品 

All photographs © 2024 Museum of Fine Arts, Boston. Reproduced with permission 
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〈「綴プロジェクト」について〉 

「綴プロジェクト」は、京都文化協会とキヤノンが 2007 年より共同で推進している文化支援活動です。日本古来の

貴重な文化財には、歴史の中で海外に渡った作品や国宝として大切に保管されている作品など、鑑賞の機会が限られている

ものが多くあります。「綴プロジェクト」では、キヤノンの入力、画像処理、出力に至るイメージング技術と、京都伝統工芸の

匠（たくみ）の技との融合により、オリジナルの文化財を忠実に再現した高精細複製品を制作しています。制作した

高精細複製品は、文化財にゆかりのある社寺や自治体、博物館などへ寄贈し、寄贈先での一般公開や学校教育の

現場など、さまざまな場面で活用されています。これまでに、葛飾北斎や俵屋宗達、尾形光琳の作品など、全 61 作品の

高精細複製品を制作しました。 

詳細は、「綴プロジェクト」のホームページをご参照ください。 https://global.canon/ja/tsuzuri/ 

https://global.canon/ja/tsuzuri/

